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複数武道種目授業 実践の紹介 富山県南砺市立井口中学校

1

学
校
の
概
要

　

本
校
は
、
県
西
部
に
広
が
る
砺と

波な
み

平

野
の
南
端
部
に
位
置
し
、
大
部
分
が
兼

業
農
家
で
あ
る
。
地
域
の
南
側
に
は
、

高
清
水
山
系
の
赤あ
か

祖そ

父ふ

山や
ま

が
あ
り
、
ブ

ナ
の
原
生
林
帯
と
な
っ
て
い
る
。
地
域

を
流
れ
る
山
田
川
の
段
だ
ん
き

丘ゅ
う

崖が
い

付
近
か
ら

は
、
縄
文
後
期
の
住
居
跡
や
土
器
が
発

掘
さ
れ
た
り
、
中
世
の
石せ
き

塔と
う

群
が
保
存

さ
れ
て
い
た
り
な
ど
、
歴
史
あ
る
地
で

あ
る
。

　

全
校
生
徒
は
18
名
で
、
素
直
で
明
る

く
純
朴
で
あ
る
。
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
環
境
で
の
び
の
び
と
学
校
生
活
を

複
数
武
道
種
目
授
業

実
践
の
紹
介　

「
武
道
推
進
モ
デ
ル
校
」
事
業
を
活
用
し
た

複
数
種
目
（
剣
道
・
銃
剣
道
）
の
実
践

富
山
県
南
砺
市
立
井
口
中
学
校

教
諭　

藤
野　

淳
子

　

本
校
が
あ
る
富
山
県
南な
ん

砺と

市
井
口
地
区
は
、
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、

南
側
に
山
を
望
み
平
野
部
は
水
田
の
広
が
る
自
然
に
囲
ま
れ
た
農
村
部
で

あ
る
。

　

令
和
元
年
度
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
よ
り
「
武
道
等
指
導
充
実
・
資
質
向
上
支

援
授
業
」
の
「
武
道
推
進
モ
デ
ル
校
」
と
な
り
、
従
来
の
剣
道
に
加
え
、

新
た
に
銃
剣
道
に
も
取
り
組
ん
だ
。
令
和
２
年
度
も
同
事
業
の
委
託
を
受

け
、
前
年
度
に
引
き
続
き
体
験
を
行
っ
た
。

送
っ
て
い
る
。
小
学
校
が
敷
地
内
に
隣

接
し
、
運
動
会
や
学
習
発
表
会
な
ど
諸

行
事
を
小
中
合
同
で
行
う
こ
と
が
多

く
、
中
学
生
が
年
長
者
と
し
て
の
自
覚

を
も
っ
て
小
学
生
を
リ
ー
ド
し
た
り
、

優
し
く
世
話
を
し
た
り
す
る
光
景
が
見

ら
れ
る
。

　

部
活
動
で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が

小
規
模
校
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
の
大

会
に
毎
年
出
場
し
て
お
り
、
運
動
に
対

し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
生
徒
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。

　

令
和
２
年
度
は
１
、
２
、
３
年
生
18

名
が
昨
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
武

道
授
業
を
実
施
し
た
。
剣
道
が
７
時

間
、
銃
剣
道
が
２
時
間
。
銃
剣
道
は
11

月
11
日
に
２
時
間
ま
と
め
て
実
施
し

た
。
剣
道
は
経
験
者
で
本
校
の
元
教
員

に
、
銃
剣
道
は
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
な

ど
の
専
門
家
に
外
部
指
導
者
と
し
て
協

力
し
て
も
ら
っ
た
。

【
剣
道
の
実
践
内
容
】

▼
ね
ら
い

・
剣
道
の
専
門
的
技
能
や
知
識
の
あ
る

外
部
指
導
者
と
の
連
携
で
、
よ
り
専

門
的
な
技
能
や
知
識
を
身
に
つ
け
る

よ
う
学
習
活
動
の
充
実
を
図
る
。

・
安
全
面
の
配
慮
や
生
徒
の
発
達
段
階

（
異
学
年
合
同
体
育
）
に
応
じ
た
個

別
指
導
の
充
実
を
図
る
。

▼
指
導
の
工
夫

○
効
果
的
に
指
導
す
る
た
め
の
工
夫

・
外
部
指
導
者
の
専
門
的
な
助
言
を
取

り
入
れ
、
綿
密
に
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
指
導
に
生
か
す
。

・
全
校
生
徒
が
合
同
で
授
業
を
行
い
、

経
験
の
あ
る
上
級
生
が
１
年
生
に
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
で
、
学
習
活
動

の
充
実
を
図
る
。

・
初
め
て
互
角
稽
古
を
行
う
時
に
は
、

恐
怖
心
を
も
た
な
い
よ
う
に
ウ
レ
タ

ン
製
の
竹
刀
を
使
っ
て
行
う
。

○
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
工
夫

・
体
育
館
で
授
業
を
行
う
た
め
、
床
の

金
属
プ
レ
ー
ト
な
ど
に
足
が
引
っ
か

か
ら
な
い
よ
う
に
テ
ー
プ
を
張
り
予

防
す
る
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し

て
、
竹
刀
や
防
具
は
各
自
、
自
分
専

用
の
も
の
を
使
う
。
ま
た
、
毎
時
間

の
初
め
に
点
検
や
正
し
い
扱
い
方
の

指
導
を
行
い
安
全
に
留
意
す
る
。

▼
指
導
内
容

　

全
校
生
徒
18
人
の
合
同
授
業
で
、
全

７
時
間
の
計
画
で
剣
道
を
実
施
し
た
。

1
年
生
は
剣
道
が
初
め
て
の
た
め
、
礼

儀
、
作
法
か
ら
始
ま
り
、
竹
刀
の
持
ち

方
、
素
振
り
、
防
具
の
つ
け
方
、
片
付

け
方
な
ど
の
基
本
の
指
導
か
ら
始
め

た
。
２
、
３
年
生
は
経
験
者
と
い
う
こ

と
で
、
１
年
生
の
手
本
に
な
っ
た
り
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
す
る
の
で
、

基
本
的
な
こ
と
の
習
得
に
時
間
を
取
ら 　

2

実
践
内
容

　

剣
道
か
ら
銃
剣
道
に
つ
な
げ
る
こ
と

で
、
武
道
に
共
通
し
た
礼
儀
や
作
法
を

学
び
深
め
る
と
と
も
に
、
剣
道
・
銃
剣

道
に
共
通
し
た
基
本
的
な
動
き
を
段
階

的
に
学
ぶ
授
業
の
展
開
を
目
指
し
て
実

践
し
た
。
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い
全
体
計
画
で
は
あ
る
が
、
初
心
者
の

１
年
生
も
試
合
が
で
き
る
ま
で
に
な
っ

た
。

【
銃
剣
道
の
実
践
内
容
】

▼
ね
ら
い

・
剣
道
と
銃
剣
道
の
足
さ
ば
き
や
す
り

足
な
ど
の
基
本
動
作
の
共
通
点
や
、

武
道
の
伝
統
的
な
考
え
方
や
行
動
の

仕
方
に
つ
い
て
気
づ
か
せ
る
。

・
技
の
指
導
で
は
、
突
き
の
み
の
銃
剣

道
か
ら
攻
め
方
が
多
種
に
わ
た
る
剣

道
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
武
道
の

攻
防
に
つ
い
て
の
段
階
的
な
指
導
の

充
実
を
図
る
。

▼
指
導
の
工
夫

○
効
果
的
に
指
導
す
る
た
め
の
工
夫

・
限
ら
れ
た
時
間
内
で
生
徒
が
達
成
感

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
指

導
内
容
の
精
選
を
図
る
。

・
剣
道
と
銃
剣
道
に
共
通
す
る
礼
儀
や

基
本
の
動
き
が
し
っ
か
り
と
身
に
つ

く
よ
う
徹
底
す
る
。

・
投
げ
た
ボ
ー
ル
や
新
聞
紙
を
突
く
練

習
を
取
り
入
れ
、
生
徒
が
楽
し
く
興

味
・
関
心
を
も
ち
な
が
ら
基
本
動
作

を
正
し
く
身
に
つ
け
る
練
習
方
法
を

取
り
入
れ
る
。

○
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
工
夫

れ
る
こ
と
な
く
授
業
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

３
時
間
目
か
ら
の
互
角
稽
古
で
は
、

初
め
て
行
う
１
年
生
が
恐
怖
心
を
も
た

な
い
よ
う
に
初
め
は
ウ
レ
タ
ン
竹
刀
で

行
っ
た
。
１
年
生
が
恐
怖
心
を
も
た
ず

に
行
え
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

２
、
３
年
生
も
楽
し
く
行
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
１
年
生
は
基
本
的
な
技
や

連
続
技
を
中
心
に
、
２
、
３
年
生
は
払

い
技
や
す
り
上
げ
技
な
ど
の
よ
り
高
度

な
技
の
練
習
を
行
っ
た
。
最
後
の
７
時

間
目
に
は
、
18
名
を
紅
白
に
分
け
た
団

体
戦
を
行
っ
た
。
７
時
間
と
い
う
少
な

り
上
が
っ
て
行
っ
て
い
た
。

②
２
時
間
目

　

木
銃
で
の
突
き
方
の
基
本
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
後
、
一
定
の
リ
ズ
ム
で
突

く
練
習
を
し
た
。
次
に
木
銃
を
ま
っ
す

ぐ
に
突
く
た
め
に
、
新
聞
紙
を
突
く
練

習
や
投
げ
た
ボ
ー
ル
を
突
く
練
習
を
行

っ
た
。
そ
の
後
、
防
具
を
つ
け
た
講

師
の
先
生
を
実
際
に
突
く
体
験
を
行
っ

た
。

　

最
後
に
、
講
師
陣
に
よ
る
実
際
の
試

合
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
生
徒
た
ち

は
、
試
合
の
迫
力
と
緊
迫
感
に
息
を
の

ん
で
見
入
っ
て
い
た
。

　

２
年
間
、
武
道
複
数
種
目
実
践
授
業

に
取
り
組
み
、
生
徒
に
と
っ
て
も
教
員

に
と
っ
て
も
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
っ

た
。
専
門
家
か
ら
教
え
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
礼
儀
や
作
法
、
専
門
的
な
知
識

や
技
能
等
を
よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。
関
心
・
意
欲
に
つ
い
て
も
、「
楽

し
さ
」
や
「
充
実
感
」
が
味
わ
う
こ
と

が
で
き
た
。

　

剣
道
を
全
校
生
徒
の
合
同
授
業
で
行

う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
２
、

３
年
生
が
１
年
生
に
教
え
た
り
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
送
っ
た
り
し
て
い
る
姿
が
見

ら
れ
た
。
今
後
も
合
同
で
学
習
す
る
こ

と
で
、
学
ん
だ
こ
と
を
教
え
合
い
な
が

ら
学
習
の
成
果
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

　

銃
剣
道
か
ら
剣
道
に
つ
な
げ
た
学
習

は
、
す
り
足
や
足
さ
ば
き
等
に
共
通
す

る
動
き
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
、
技

能
を
習
得
し
や
す
か
っ
た
と
感
じ
た
生

徒
が
多
く
い
た
。
ま
た
、
銃
剣
道
を
体

験
し
た
後
の
剣
道
の
授
業
で
は
、
体
験

前
と
比
べ
て
足
さ
ば
き
や
体
さ
ば
き
が

明
ら
か
に
上じ
ょ

手う
ず

に
な
っ
た
。
ま
た
、
剣

道
、
銃
剣
道
の
両
方
で
、
武
道
の
礼
儀

や
正
し
い
姿
勢
で
の
正
座
や
礼
の
仕
方

を
教
え
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で
、
凜り
ん

と

し
た
雰
囲
気
の
授
業
が
行
え
た
。

　

銃
剣
道
の
指
導
は
、
専
門
性
が
高

く
、
外
部
指
導
者
の
存
在
は
大
変
重
要

で
あ
る
。
２
年
間
、
た
く
さ
ん
の
外
部

指
導
者
に
来
て
も
ら
い
、
１
人
の
講
師

が
生
徒
２
人
を
指
導
す
る
と
い
う
手
厚

い
態
勢
だ
っ
た
の
で
、
分
か
り
や
す
く

安
心
し
て
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

生
徒
の
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
、
大
半

の
生
徒
が
、
複
数
武
道
の
学
習
を
通
し

て
、
剣
道
以
外
の
武
道
に
も
関
心
を
も

ち
、
日
本
古
来
の
行
動
の
仕
方
や
考
え

方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
。

　

し
か
し
、
授
業
と
し
て
行
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
木
銃
や
専
門
的
な
防
具
を

３

成
果
と
課
題

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
外
部
指

導
者
よ
り
、
安
全
な
運
動
の
仕
方
、

木
銃
の
扱
い
方
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
る
場
を
設
け
る
。

・
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
生
徒
各
自
が

自
分
専
用
の
木
銃
を
使
い
、
マ
ス
ク

着
用
の
う
え
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
保
っ
て
実
技
を
行
う
。

▼
指
導
内
容

①
１
時
間
目

　

初
め
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
、
銃
剣
道

の
成
り
立
ち
や
歴
史
の
ほ
か
、
用
具
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
次
に
礼
法

の
手
順
や
仕
方
を
学
ん
だ
。
そ
の
お
か

げ
で
、
背
筋
の
伸
び
た
姿
勢
で
体
験
を

行
っ
て
い
た
。

　

続
い
て
木
銃
を
使
っ
た
実
践
に
入

り
、
木
銃
の
持
ち
方
、
構
え
、
直
れ
の

姿
勢
を
学
習
し
た
後
、
前
後
左
右
の
足

さ
ば
き
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
足
さ

ば
き
は
、
前
に
出
る
足
が
剣
道
と
逆
な

の
で
生
徒
た
ち
は
最
初
戸
惑
っ
て
い
た

が
、
行
っ
て
い
く
う
ち
に
慣
れ
て
い
っ

た
。

　

送
り
足
の
練
習
と
し
て
足
で
雑
巾
を

踏
ん
で
行
う
リ
レ
ー
で
は
、
楽
し
く
盛

講師による見本（剣道）

かかり稽古（剣道）

胴打ちの練習（剣道）

防具をつけた講師を実際に突く（銃剣道）

新聞突きを講師が解説（銃剣道）

木銃でボールを突く（銃剣道）
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そ
ろ
え
る
と
い
う
課
題
も
あ
り
、
２
時

間
程
度
の
体
験
以
上
の
こ
と
は
な
か
な

か
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま

た
、
本
校
の
よ
う
な
小
規
模
校
で
は
全

校
合
同
授
業
の
た
め
、
初
め
て
の
１
年

生
に
合
わ
せ
て
学
習
内
容
が
行
わ
れ
る

の
で
、
２
、
３
年
生
は
昨
年
と
同
じ
よ

う
な
体
験
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た

め
、
学
習
内
容
を
深
め
た
り
広
め
た
り

し
に
く
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

　

武
道
の
授
業
は
、
学
習
指
導
要
領
に

お
い
て
必
修
で
あ
る
。
保
健
体
育
科
教

員
が
武
道
を
専
門
と
し
て
い
な
い
場

合
、
他
の
種
目
に
比
べ
て
ポ
イ
ン
ト
が

教
え
に
く
か
っ
た
り
、
内
容
を
深
め
た

り
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
し
か
し
、
外

部
指
導
者
と
協
力
す
る
こ
と
で
、
生
徒

と
教
員
の
両
方
に
と
っ
て
安
全
面
、
技

能
面
、
精
神
面
で
の
高
い
効
果
が
あ

り
、
よ
り
よ
い
武
道
の
授
業
が
で
き
る

と
感
じ
た
。

※ 

本
年
４
月
よ
り
、
井
口
中
学
校
は
義
務

教
育
学
校
（
小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で

の
教
育
課
程
を
一
貫
す
る
学
校
）
で
あ

る
南
砺
つ
ば
き
学
舎
と
な
り
ま
し
た
。

井口中学校　武道授業全体計画（令和２年度）

銃剣道では多くの講師に指導いただいた

木銃の扱い方の練習（銃剣道）講師による指導後の座礼（銃剣道）

1 2 3 4 5 6 7 8 9
種目 剣　道 銃　剣　道 剣　　　　　　道

れ
流
の
習
学

導入（あいさつ、伝統的な行動の仕方、健康観察、本時の学習の見通し）　準備運動
座礼 ･立礼

・銃剣道の
　歴史 ･特性
・礼法
・構え
・直れ
・木銃の扱い方

・足さばき
　　　送り足
　　　開き足
　　　歩み足
・突き方
・突いた姿勢
・基本の交差
　の直突
・目標物を突く

基本打突
切り返し 応じ技 係り稽古

合
試
白
紅

防具の付け方
　　しまい方

引き技
払い技

試合の進
め方

練習試合
練習試合・構え方

・間合い
・素振り

切り返し


